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最高の運動会になりました
１０月１４日（土）に、秋晴れの絶好のコンディションの中、運動会

を行いました。

『挑戦から成功へ～みんなで創りあげる最高の運動会』をスローガンに、

約３週間に渡り、応援や競技の練習、準備に取り組んできました。特に

５・６年生は、全員が役割を持って、毎日放課後も使って準備を進めてきました。

当日は、スローガン達成をめざし、赤白に分かれて本気で競い合いました。全校種目に始ま

り、徒競走、学年部種目と、どの種目も１人１人ががんばる姿が見られました。応援合戦も、

全員が必死で声を出し、一体となって動き、甲乙つけるのが難しかったです。結果は、優勝赤

組、応援賞白組となりましたが、まさにスローガン通りの『みんなで創りあげた最高の運動会』

になったと思います。運動会で培った力や経験を、これからの生活にも役立てていければと思

います。

４年ぶりにコロナによる制限等がなく、保護者や地域の皆様に子ども達が生き生きと活動す

る姿を見ていただけたこと、大変うれしく思います。朝早くから温かいご声援を送っていただ

き、ありがとうございました。

徒競走 学年最高記録者 ※１・２年…８０ｍ ３～６年…１００ｍ

男 子 女 子

学 年 名 前 記 録 名 前 記 録

１ 年 後藤 穂垂 １６秒１ 蜂谷 彩夢 １５秒６

２ 年 松田 泰誠 １４秒４（新） 石沢 咲奈 １５秒２（新）

３ 年 庄司夏那斗 １７秒２ 犬飼 愛結 １７秒７

４ 年 漆山 善悠 １５秒２（新） 永田 花梨 １７秒１

５ 年 関 氶司 １６秒２ 木幡 莉里 １５秒６

６ 年 尾形 遼真 １４秒６ 中嶋 唯杏 １４秒５

（新）…運動会での学年新記録（２年８０ｍ走は、今年度から実施）

実行委員長挨拶

赤組応援団

１・２年まり入れ

３・４年綱引き

５・６年大玉バトル 白組応援団



２年『大杉』見学に行ってきました。
１０月２０日（金）、２年生が生活科の学習で、津金沢の『大杉』見学に行ってきました。

『大杉』は、校章の由来となっている樹木です。子ども達が、大杉のように、すくすく

と丈夫に、そして素直に成長し、『大樹』のような人

になってほしいという願いが込められています。

津金沢の自治会長である須貝守さんに来ていただき、

大杉についてのお話をお聞きしながら学習しました。

高さが約３５ｍ、幹回りが約９ｍあること、昔は２本

あったこと、そのうちの１本を切ったときに疫病が流

行りそれを鎮めるために碑を建てたことなど、わかり

やすく教えていただきました。最後に、何人が手を

つなぐと幹回りを一周できるのかを試してみました。

２年生だと１３人ぐらいが手をつないだ太さだとわかり、みんな驚いていました。

２年生の子どもにとって、学校愛・地域愛を深められた学習になりました。

山形市吹奏楽発表会に参加しました
１０月２５日（水）に、山形市吹奏楽発表会が行われ、南山形小学校からも金管クラブが発

表してきました。

金管クラブの活動は、授業や行事の合間を縫って行われるので、活動時間は限られています。

子ども達は、放課後や休み時間等を使って少しでも上手になろうとがんばってきました。

本番では、ディズニーのアニメ映画の楽曲『Under the Sea』
を披露しました。演奏を終えた子ども達は、「がんばってでき

た」「もっとうまくできたかも」等言いながらも、緊張感から

解放され、ほっとしたような表情を浮かべていました。

市内１６校が参加しての発表会だったので、他校の演奏も聴

いてきました。金管クラブの子ども達にとって、大ホールで演

奏したことだけではなく、いろいろな演奏を聴けたこともよい

体験になったことと思います。

５年環境について学んでいます
『総合的な学習』は、子ども達の興味や関心に合わせて、

自分達で課題を設定し、解決していく学習です。５年生の

子ども達は、『環境』に興味を持ち、いくつかのグループ

に分かれて、環境のためにできることを考えました。

１０月２３日（月）には、考えたことを実践しようと、

最上川フォーラム・県環境科学センターの方や地域学校協働

活動推進員の犬飼さん等のご協力をいただいたりしながら、

体験活動を行いました。子ども達は、『スポーツＧＯＭＩ拾い』

『もっとリサイクル』『食品ロスの工夫』『ごみ分別』の４つ

のグループに分かれ、調査や体験したり、制作したりしました。

地球環境については、誰もが不安を持ちながらも、自分事として何かを実践することが難し

い面もあります。今回の学習を通して、自分達にもできることがあるということや身近に実践

している人がいること等を知り、環境についての関心を更に高め、実践につなげられればと思

います。

大杉は何人分の太さ？


